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WWSが改良を先導  

◇乳量 +843kg 以上　           11頭

◇高受胎率種雄牛　              9頭
◇娘牛妊娠率 +2.0 以上　   8頭
◇体型 +2.0 以上　                5頭
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International Show Stoppers

    

Friends Around the World

2015年4月の成績公表によりWWSは改
めて、世界の遺伝改良をリードする授精
所であることを照明してみせた。下記の
牛を含む25頭が新規検定済み種雄牛と
してラインナップに加わった。
・7H11351 スーパーサイアー
TPI NO.1 +2613 、乳量 NO.2 +2190
・14H6809  エアリフト
肢蹄 NO.1 +3.74、体型 NO.2 +3.74
・7H11477 マッカチェン
TPI NO.7 +2379、体型(TPITOP100中)
NO.1 +2.90

◇TPI TOP10中6頭がWWS種雄牛
◇WWS検定済み種雄牛の中19頭が
　体型+2.00以上
◇肢蹄TOP5は全てWWS種雄牛
◇体型NO.1 +3.82 アットウッド
     NO.2、NO.5にアットウッド息子牛
◇JPI TOP100中33頭がWWS種雄牛

C.M.E DEMPSEY GEPY
デンプシー×アレキサンダー×ルーベンス

グランドチャンピオン
2015 Gonzaga Show(イタリア)

Hallow Atwoods Twizzle
　  アットウッド娘牛
　 インターミディエイト及び
  リザーブグランドチャンピオン
2015 Emerald Expo(アイルランド)

    審査員 Marc Henri Guillaume
           (スイスジェネティクス)

WWSチームはチェコ(上)、ポーラ
ンド(下)のチームメンバーを訪問
した。

◇TPI +2200以上　             14頭
新規検定済み種雄牛による功績 ◇GTPI TOP200中60頭はWWS

　種雄牛
◇40頭以上がGTPI +2500以上
◇31頭のG-Force種雄牛が体型
　+2.60以上
◇26頭のG-Force種雄牛が+2.5
　以上の受胎率

優れたTPI、JPI、高タイプ種雄牛 ヤングサイアーの活躍

オブザーバー娘牛
ミルキングイヤリングクラス2位
2015 Expo Bulle(スイス)


